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木綿布の酵素処理
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染料、界面活性剤の効果と風合い、強度変化
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《 目 的 》木 綿布の セルラ ーゼ酵素 処理に おける反 応速 度について は すで に報 告し た（ 平 成

２年度 繊維 製品 消費 科学会年 次大 会　1990 年6 月　東京）。 本研究で は 実用条件を 明ら かに す

る目的 で、 酵素処理 の際に反 応系 に存在 する染 料、 界面 活性剤 の効果を 調 べ、さら に処 理

布の風 合い評 価、 強度 測定を 行っ た。

（ 方法 ）酵素反 応に ついて は、 前報同様木 綿の重 量減少 によっ て議 論し た。 風合 い評価 は、

主 として　KES 風 合 い計 測シ ステ ムによって 行い、 強度は テン シロ ン によって 引張り 強度を

測定 し た。

（ 結 果 ）反 応（C  、9 、●）、 建染染 色物（□ 、▲ 、△）で は 酵素反応 が阻害 され たが、用 いた染

料では反応染料の阻害効果が　　100

大きいことがわかった 図1 ）。χ
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（●）は阻害しなが ）た（図2  ）･忌80

風合い、強度の変化にっい　Ｊ

ても、酵素濃度、処理時間、

染料および界面活性剤の影

響との関連で議論した。

０

200　400　500　　800

Time／mi n

図 丿　染 料の効 果

洗浄した羊毛布の断li tii像にもとづく空隙構造評価
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図2　 界 面 活 性 剤 の 効 果

目的　 布地空隙 の大きさ分布評価のために従釆ぬれ性液体を用いる 平衡吸液法そ の他び

方法を研究してきた。吸液法では布地中 の大きい空隙 域を充分カバ ーして有効な評価れ

果を得る事 ができた。しかし、特に厚手で 空隙 率の大 きい 試料 の場合は、空隙半径数I

/1 111以上 の域で評価空隙量が若 干過大とな る傾向 が見出さ れる 。こ のため、別法による

大径域 の評価を実施し比較検討す ること が要望さ れる。本報では写真 画像による布地 忿

隙の大きさ分布評価方法を研究し た。

方法　 ベロー ズを付設したカメラを用い接 写撮影した画 像を拡大し。一定区画内の空ぶ

の形状 をデジタイザー からパソコン に入力し、 それぞ れの大きさ区分に含まれる空 隙§

を求めた。

試布：毛100% サージ　 （洗 たくおよび柔 軟仕上げ処理　 ～20 回）

装置：パソコン　（PC9801 F! ）, デジタ イザー（マ イクブレッド　KD 4300 ）

結果　 布地空隙分布の写真画像にも とづく評価 法では10 μIll以上の大径域空隙について

形状 をも含めた直接的な布地空 隙の情 報を得ること ができる。これらの試布 についてこ

の方法で評価した空隙率は!4~45% 程度である が、総体的に有効な結果を得ること を認

めた。


